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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)

【公開番号】特開2020-161203(P2020-161203A)
【公開日】令和2年10月1日(2020.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2020-040
【出願番号】特願2019-61238(P2019-61238)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   5/71     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/738    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/735    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/78     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ    5/71     　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/738    　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/735    　　　　
   Ｇ１１Ｂ    5/78     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月19日(2021.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　式１で表されるアルキルエステルアニオンのアンモニウム塩構造を有する化合物を形成
するために使用可能なポリアリルアミンの重量平均分子量は、例えば　２００　以上であ
ることができ、１，０００以上であることが好ましく、１，５００以上であることがより
好ましい。また、上記ポリアリルアミンの重量平均分子量は、例えば１５，０００　以下
であることができ、１０，０００以下であることが好ましく、８，０００以下であること
がより好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　式１で表されるアルキルエステルアニオンのアンモニウム塩構造を有する化合物として
、ポリアルキレンイミンまたはポリアリルアミン由来の構造を有する化合物が含まれるこ
とは、磁性層表面を飛行時間型二次イオン質量分析法（ＴＯＦ－ＳＩＭＳ：Ｔｉｍｅ－ｏ
ｆ－Ｆｌｉｇｈｔ　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｉｏｎ　Ｍａｓｓ　Ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｒｙ
）等により分析することによって確認できる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
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【表１－３】
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